
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

巻き取りタイプの仕切り用部材を巻き
取ったり巻き戻すことにより上下させて開閉を行うロールスクリーンであって、 巻き取
りタイプの仕切り用部材が仕切り用基材の少なくとも片面に吸放湿性樹脂層を設けて

ことを特
徴とするロールスクリーン。
【請求項２】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、巻き取りタイプの仕切り用部材を巻き取ったり巻き戻すことにより上下させて
開閉を行うロールスクリーンに関するものであり、詳しくは巻き取りタイプの仕切り用基
材の少なくとも片面に吸放湿性樹脂層が設けてある巻き取りタイプの仕切り用部材を具備
するものであって、その使用により窓ガラスや窓枠サッシ等の表面における結露の発生を
効果的に防止できるようにしたことを特徴とするロールスクリーンに関するものである。
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少なくとも巻取軸、昇降用部材、巻き取りタイプの仕切り用部材、ボトムレールおよびヘ
ッドボックスからなるロールスクリーンであり、該

該
なり

、該吸放湿性樹脂層は高吸水性ポリマー及び多孔質の親水性無機物質を含有する

前記巻取軸、昇降用部材、ボトムレールおよびヘッドボックスから選ばれる少なくとも一
部に、前記吸放湿性樹脂層を設けることを特徴とする請求項１に記載のロールスクリーン
。



【０００２】
【従来の技術】
現代の家屋は、鉄筋コンクリート構造やプレハブ工法の普及、樹脂加工合板等の合成材料
からなる新建材の使用や扉及び窓における金属サッシの発達等によって、かっての純日本
建築と比較すれば著しく気密性の高いものとなっている。係る家屋の高気密化は、冷暖房
効果を向上させてエネルギー資源の節約を促進し、さらには防音性を向上させて近隣への
騒音の漏れが少なくなることを可能とし、大変に望ましいものであると言うことができる
。しかしその反面、室内における居住者の生活活動（人間の呼気、炊事、風呂・シャワー
等）により発生する湿気が、室外に逃げられずに室内に籠もり易く、行き場を失った湿気
が窓ガラス、窓枠サッシ等の表面に結露して、美観上及び触感上望ましくないのみならず
、建築材料の汚損や腐蝕の原因となって、家屋等の寿命を縮める要因ともなり兼ねないと
いう問題がある。
【０００３】
また、昨今冬場などに風邪予防の目的や肌の乾燥防止の目的で室内で加湿器を使用するこ
とが増えてきており、この加湿器からの湿度が窓ガラス、窓枠サッシ等の表面での結露発
生を助長させている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、従来の技術における上記のような問題点に着目してなされたもので、その課題
とするところは、窓ガラス、窓枠サッシ等の表面における結露の発生を効果的に防止でき
るようにしたロールスクリーン、特に室内側の居住空間は快適な湿度を保ったままとし、
結露が発生し易い窓ガラス、窓枠サッシ等の位置する窓側の空間はその湿度の吸・放湿を
効果的に行えるようにしたロールスクリーンの提供を目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
以上の課題を達成すべくなされ、請求項１に記載の発明は、

巻き取りタイプの仕切り用部材を巻き取ったり巻き戻すことにより
上下させて開閉を行うロールスクリーンであって、 巻き取りタイプの仕切り用部材が仕
切り用基材の少なくとも片面に吸放湿性樹脂層を設けて

ことを特徴とするロールスクリーンで
ある。
【０００６】
また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のロールスクリーンにおいて、

が設けてあることを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しつつ本発明を詳細に説明する。図１は本発明のロールスクリーンを構
成する巻き取りタイプの仕切り用部材の実施形態を示す模式断面図である。
【０００９】
本発明のロールスクリーンの一部を構成する巻き取りタイプの仕切り用部材は、図１に示
す様に、支持体となる適宜の巻き取りタイプの仕切り用基材１１の片面に、基材樹脂１２
１中に高吸水性ポリマー等の吸水性物質１２２及びシリカ等の吸湿性物質１２３を分散し
てなる樹脂組成物により吸放湿性樹脂層１２が形成されてなるものである。そして、この
様な構成の巻き取りタイプの仕切り用部材２３はその他のロールスクリーン構成部材（巻
取軸２１、プルコードやチェーン等の昇降用部材２２、ボトムレール２４、ヘッドボック
ス２５等）と共に組み合わされ、図２に示すようにロールスクリーンを構成する。
【００１０】
巻き取りタイプの仕切り用部材２３は、巻き取り時には巻取軸２１に巻き取り可能であっ
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少なくとも巻取軸、昇降用部
材、巻き取りタイプの仕切り用部材、ボトムレールおよびヘッドボックスからなるロール
スクリーンであり、該

該
なり、該吸放湿性樹脂層は高吸水

性ポリマー及び多孔質の親水性無機物質を含有する

前記巻取
軸、昇降用部材、ボトムレールおよびヘッドボックスから選ばれる少なくとも一部に、前
記吸放湿性樹脂層



て、巻き戻し時には巻取軸２１から解き放されて巻取軸２１の下に垂れ下げ可能な布状の
部材である。そして、この巻き取りタイプの仕切り用部材２３を構成する仕切り用基材１
１は、従来のロールスクリーンの巻き取りタイプの仕切り用基材として使用されているも
のが適用可能である。
具体的には、鋼鈑や真鍮板、アルミニウム板等の金属系基材、紙、織布又は不織布等の繊
維質シートや、ポリオレフィン系樹脂シートやポリエステル系樹脂シート等の合成樹脂シ
ート、合成ゴムシート、アクリル樹脂板やポリカーボネート樹脂板、ＡＢＳ樹脂板、ＦＲ
Ｐ等の合成樹脂系基材、合板や集成材、繊維板、パーティクルボード等の木質系基材等の
種々の基材の中から任意のものを選択し、使用することができる。より具体的には、木綿
やポリエステル等からなる生地基材が好適に用いられる。
また、これらの巻き取りタイプの仕切り用基材の表面には必要に応じて、ベースコート処
理、プライマー処理、コロナ放電処理、オゾン処理、火炎処理、研磨処理等の適宜の表面
処理を施しても良い。
【００１１】
この様な構成になる巻き取りタイプの仕切り用基材１１上の吸放湿性樹脂層１２は、前述
の如く、基質樹脂１２１中に吸水性物質１２２及び吸湿性物質１２３を分散してなる樹脂
組成物にて設けられたものである。この吸放湿性樹脂層１２の形成面は、図１に示す様に
巻き取りタイプの仕切り用基材１１の片面に限定されるものではなく、巻き取りタイプの
仕切り用基材１１のもう一方の面でも、あるいはこれらの両方の面であってもよい。要す
るに、ロールスクリーンを窓枠の近辺にセットし、巻き取りタイプの仕切り用部材２３を
巻取軸２１から巻き戻し、巻取軸２１の下に垂れ下げたとき、吸放湿性樹脂層１２の部分
が少なくとも窓側に位置する様な状態で巻き取りタイプの仕切り用基材１１上に設けてあ
れば良い。
【００１２】
吸放湿性樹脂層１２の基質樹脂１２１としては、被膜形成性を有しつつ、吸水膨潤性が少
なく、吸水性物質１２２の吸水時にも被膜の形態を維持可能な樹脂材料であれば如何なる
樹脂であっても良いが、吸水性物質１２２及び吸湿性物質１２３の環境空気中との間での
水分の吸収や放出を妨げることのない様に、例えばアクリル系樹脂、ウレタン系樹脂、Ｓ
ＢＲ系樹脂、酢酸ビニル系樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重合体樹脂、シリコーン系樹脂
、ポリアミド系樹脂、ポリブテン樹脂、ポリビニルアルコール樹脂等の様に、透湿度の高
い樹脂を使用することが好ましく、またこれらの内のいずれか１種を単独で使用してもよ
いし、２種以上の樹脂混合物を使用しても良い。
【００１３】
吸放湿性樹脂層１２に添加される吸水性物質１２２としては、水酸基やカルボキシル基等
の親水性の官能基を多く含む比較的疎な構造の物質であって、自身の体積を超える多量の
水分を内部に吸収貯蔵可能な物質であれば良く、具体的には公知の一般的な高吸水性ポリ
マー等が用いられる。例えば、デンプン－アクリル酸グラフト重合体、デンプン－アクリ
ロニトリルグラフト重合体、セルロース－アクリロニトリルグラフト重合体、ポリビニル
アルコール架橋重合体、ポリアクリル酸ナトリウム架橋体、アクリル酸メチル－酢酸ビニ
ル共重合体ケン化物等が用いられる。また、馬鈴薯デンプンやデキストリン類等の天然物
を用いることも可能であり、これらの吸水性物質は単独で、もしくは２種以上混合して使
用することができる。
【００１４】
また、吸放湿性樹脂層１２に添加される吸湿性物質１２３としては、シリカゲル、ゼオラ
イト、珪藻土、焼成タルク等の様に、大きな比表面積を有する多孔質の親水性無機物質の
粒子からなる物質が適用できる。この吸湿性物質１２３を添加することにより、環境空気
中の湿度が変化した際の吸放湿速度を向上させ、吸湿、放湿機能をさらに有効に発揮させ
ることができる。この様な効果の発揮は、高吸水性ポリマー等の吸水性物質１２２は、そ
の周囲に自発的に結露した水分を吸収するに留まるのに対し、吸湿性物質１２３は、高湿
時には気体状の水分子を積極的に結露させてそれを吸水性物質１２２に受け渡し、一方低
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湿時には逆に吸水性物質１２２が保有する水分を受け取って気化蒸散させる機能を果たす
からであると推察される。
【００１５】
吸湿性物質１２３の添加量は、本発明においては特に制限されるものではない。吸湿性物
質１２３自体の水分の吸収量は吸水性物質１２２と比較すれば少ないので、吸水性物質１
２２よりも吸湿性物質１２３を多く配合すれば、飽和吸水量は少ないが環境湿度変化時の
吸放湿速度は高くなり、逆に吸湿性物質１２３よりも吸水性物質１２２を多く配合すれば
、環境湿度変化への感度は低下するが飽和吸水量は多くなるから、これらを踏まえて本発
明のロールスクリーンの使用環境に応じてこれらの添加量を適宜調整すればよい。一般的
には、吸湿性物質１２３は吸水性物質１２２の触媒的な意味で、吸水性物質１２２より少
量で良く、吸水性物質１２２の１００重量部に対して吸湿性物質１２３を３０～１００重
量部程度の配合とすることが望ましい。
【００１６】
また、吸放湿性樹脂層１２における基質樹脂１２１と吸水性物質１２２との配合比は、本
発明において特に限定されるものではないが、一般的には基質樹脂１２１を２０～８０重
量％、吸水性物質１２２を８０～２０重量％程度とすることが望ましい。基質樹脂１２１
の含有量が２０重量％未満であると、高湿時に吸水性物質１２２の吸水膨潤による著しい
変形や強度低下を十分に抑えることが困難であり、一方、吸水性物質１２２の含有量が２
０重量％未満であると、十分な吸放湿機能を得ることが困難である。さらに、吸放湿性樹
脂層１２の厚さも、本発明において特に限定されるものではないが、十分な吸放湿機能の
発現と、製造時の加工性や取扱時の可撓性等を考慮すると、一般的には１０～１００μｍ
程度の範囲内とすることが望ましい。
【００１７】
以上に説明した吸放湿性樹脂層１２の形成方法は、本発明において特に制限されるもので
はないが、疎水性の有機溶剤を分散媒とする油性塗工液を用いた塗工方法が一般的である
。塗工方法としては、例えばナイフコート法、ノズルコート法、グラビアコート法、マイ
クログラビアコート法、ロータリースクリーンコート法、リバースロースコート法、コン
マコート法、リップコート法、ダイコート法、スプレーコート法、ディップコート法、フ
ローコート法等の従来公知の任意の塗工方法が採用可能であり、各層の塗工後の乾燥方法
としては、例えば熱風または赤外線ヒーター等の熱源をそれぞれ単独もしくはこれらの複
数種を組合せて用いる方法等が適宜採用できる。
【００１８】
また、本発明においては、上述した吸放湿性樹脂層は、巻き取りタイプの仕切り用基材に
設ける以外に、ロールスクリーンのその他の構成部材、すなわちボトムレール２４やヘッ
ドボックス２５や等の表面に必要に応じて設けても良い。この様な構成にすることにより
、結露が発生し易い窓ガラス、窓枠サッシ等のある窓際の空間の湿度をより効率的に吸・
放湿することができるようになる。
【００１９】
さらに、本発明のロールスクリーンには必要に応じて、巻き取りタイプの仕切り用基材に
絵柄印刷層を設けて絵柄による意匠性を付与することもできる。また、巻き取りタイプの
仕切り用基材に立体的な意匠性を付与するために、メカニカルエンボス法又はケミカルエ
ンボス法等により凹凸模様を設けたり、表面強度を向上させるために、表面に保護層を設
けたりすることも、任意に行うことができる。
【００２０】
【実施例】
以下に本発明の実施例及び比較例を示し、本発明をさらに詳細に説明する。
＜実施例１＞
まず厚さ１００μｍのポリエステル製の平布地（巻き取りタイプの仕切り用基材）１１上
に下記組成の吸放湿性樹脂組成物をコンマコート法により塗布し、約９０℃で乾燥するこ
とにより、吸放湿性樹脂層１２を設けた。吸放湿性樹脂層１２の乾燥後の塗布量は約２０
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ｇ／ｍ 2であった。（図１参照）
【００２１】
［吸放湿性樹脂組成物の組成］
吸水性物質　　　　　　ウレタン系高吸水性ポリマー　　４０重量部
吸湿性物質　　　　　　コロイド状合成シリカ　　　　　３０重量部
基質樹脂　　　　　　　ポリウレタン　　　　　　　　　９０重量部
【００２２】
次に、この様にして得られた巻き取りタイプの仕切り用部材２３を、上方はヘッドボック
ス２５の巻取軸２１に、下方はボトムレール２４にそれぞれ取付け、さらにヘッドボック
ス２５の一部には昇降用部材２２を組み込み、図２示す様なロールスクリーンを作製し、
その取付金具（図示せず）により窓枠の上枠部分に取付た。
得られたロールスクリーンは、巻き取りタイプの仕切り用部材２３の吸放湿性樹脂層の塗
工ムラ等の欠陥もなく、外観上良好であり、一般的なロールスクリーンと何ら違いの無い
ものであった。
【００２３】
＜比較例１＞
巻き取りタイプの仕切り用基材上への吸放湿性樹脂層の形成工程を省略した以外は上記実
施例１と全く同一の条件で比較例１に係るロールスクリーンを作製した。
【００２４】
次に、実施例１に係るロールスクリーンについて、市販の通常のロールスクリーン［巻き
取りタイプの仕切り用基材として本発明の実施例１と同じ厚さ（１００μｍ）のポリエス
テル製の平布地使用品］と、上記比較例１のロールスクリーンと共に、下記の試験方法に
て窓枠サッシ等の表面における結露発生に対する防止効果に関して比較試験を行なった。
その結果、本発明の実施例１のロールスクリーンを施工した窓及び窓枠には結露の発生が
見られなかったのに対して、市販の通常のロールスクリーン及び比較例１のロールスクリ
ーンを施工した窓及び窓枠には結露の発生が見られた。
以上の試験結果より、本発明品が窓及び窓枠における結露の発生を防止する優れた効果を
有していることが確認された。
【００２５】
＜結露防止性能試験方法＞
内寸が横方向３６００ｍｍ、縦方向２７００ｍｍ、高さ２４００ｍｍの一般的な木造構造
の部屋（躯体は１００ｍｍ厚の木製部材で出来ており、壁面には石膏ボードが貼られてお
り、その石膏ボード表面には一般的な壁紙が施工されており、壁面内には断熱材として厚
さ１００ｍｍのグラスウールが入れられている。）の内壁の横方向（３６００ｍｍ）の壁
面の中心部に幅８００ｍｍ、高さ１３００ｍｍの窓（一枚ガラス入りでアルミ製枠材品）
を施工し、その窓の窓枠の上面に各ロールスクリーンの施工を行なった。
次に結露が発生し易い冬場の一晩中の環境を再現する為に、以下のような試験を実施した
。
まず、部屋内の環境を温度２０℃、相対湿度５０％に設定し、部屋の外の環境を温度１０
℃、相対湿度２０％に設定した。次に窓及び窓枠に結露が発生していないことを確認した
後、６時間をかけて部屋の外の環境を温度１０℃、相対湿度２０％から温度０℃、相対湿
度２０％まで変化させた。そしてこの間、目視により部屋内の窓及び窓枠における結露発
生の有無を観察した。
【００２６】
【発明の効果】
以上詳細に説明した様に、本発明のロールスクリーンは、巻き取りタイプの仕切り用基材
の少なくとも片面、すなわちロールスクリーンを下ろした際、巻き取りタイプの仕切り用
部材の窓側にくる面に吸放湿性樹脂層が少なくとも位置するように設けた構成としたこと
により、従来の一般的なロールスクリーンと全く同等の形態および使用方法で窓及び窓枠
の結露の発生を防止できるという優れた効果を奏するものである。
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また、本発明のロールスクリーンは、特に室内の居住空間側は快適な湿度を保ったままと
し、結露が発生し易い窓ガラス、窓枠サッシ等のある窓際の空間の湿度のみを局部的に効
率よく吸・放湿することが可能となる。
このことは、居住者が風邪予防の目的や肌の乾燥防止の目的で室内で加湿器等を使用し、
快適な潤いのある居住空間を創造している際でも、本発明品のロールスクリーンが居住空
間と窓際の空間を遮断し、さらに窓際の空間の湿度のみを効率的に吸・放湿することが可
能となり、延いては、窓際の窓ガラス、窓枠サッシ等での結露発生をも効果的に防止でき
るということを示している。
しかもこのロールスクリーンは、高湿時には環境空気中の水分を吸収し、一方低湿時には
吸収していた水分を放出することにより、室内の湿度変化を和らげる機能も兼ね備えてい
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のロールスクリーンの一部を構成する巻き取りタイプの仕切り用部材の構
成を示す模式断面図である。
【図２】本発明の一実施例に係るロールスクリーンの概略の構成を示す説明図である。
【符号の説明】
１１・・巻き取りタイプの仕切り用基材
１２・・吸放湿性樹脂層
１２１・基質樹脂
１２２・吸水性物質
１２３・吸湿性物質
２１・・巻取軸
２２・・昇降用部材
２３・・巻き取りタイプの仕切り用部材
２４・・ボトムレール
２５・・ヘッドボックス
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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